
男女共同参画に関する川柳　入賞作品
584人の市民の皆様から、1,033句のご応募をいただきました。小学生の部、中学生の部、高校生以上の部の各
部門毎に厳正なる審査を行い、力作ぞろいの中から最優秀賞、優秀賞、佳作、審査員特別賞、学校賞を決定しました。

市では、男女共同参画についての理解と関心を深めるため、11月の第２日曜日を「男女共同参画の日」と定め、「男女共同参画に関する川柳」や「イクメン・カジメンの写真」を募集しました。
令和元年11月10日（日）市総合保健福祉センターで「男女共同参画の日」事業として、川柳・写真の入賞者の表彰式や講演会などを行いました。男 女 共 同 参 画 の 日
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市では、男女共同参画についての理解と関心を深めるため、11月の第２日曜日を「男女共同参画の日」と定め、「男女共同参画に関する川柳」や「イクメン・カジメンの写真」を募集しました。
令和元年11月10日（日）市総合保健福祉センターで「男女共同参画の日」事業として、川柳・写真の入賞者の表彰式や講演会などを行いました。

イクメン・カジメンの写真　入賞作品
30点のご応募をいただきました。厳正なる審査を行い、入賞作品を次のとおり決定しました。

最優
秀賞

優秀
賞

佳作

審査員
特別賞「お父さんとお料理」

高橋　美緒 様

「ぱぱのこともわすれず描いてね？」
佐久間　一颯 様

「妹とあそぶ父」
箱崎　裕真 様

「食育おじいちゃん」
熊谷　理絵 様

※令和2年の「男女共同参画の日」は11月8日（日）です。川柳・写真は7月頃から募集する予定ですので、たくさんのご応募をお待ちしております。

講演会

【参加者の感想】
●子育てや家庭に対する考え方が変わった。笑って考えるという言葉を忘れずにしたい（男性40代）
●現在、子育ても終え、30年前に共働きの見方が分かっていれば生活も変わったかなと思う（男性60代）
●心のどこかで女である私がやらなければと思ったり、女だからという自分の考えを改め、助け合う
　気持ちになるいい機会になった（女性30代）
●これから働きながら出産、子育てをすることに不安を感じていたが、夫と一緒に働いて子育てする
　ことが楽しみになった（女性20代）

　「笑って考えよう 仕事のこと 家庭のこと 未来のこと ～男の家事が社会を救う！～」と題し、東京大学教授 
瀬地山 角 氏による講演会を開催しました。
　これからの時代の新しい仕事や家庭のあり方、女性の活躍と男性の家事・育児への積極的な参加を同時に進
めていくことの大切さなどについて、ご講義いただきました。

せ ち やま かく
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